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}
る
虐
と
の
薫
り

　
五
月
六
ロ
］
立
夏
薫
風
，
こ
の
日
を
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
町
内
の
あ
ち
こ
ぢ
で

は
一
斉
に
お
茶
摘
み
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
重
原
の
高
山
豊
さ
ん
万
で
も
こ
の
ロ
］

奥
さ
ん
と
一
人
で
自
宅
周
辺
の
青
々
と
唾

び
た
お
茶
の
初
摘
み
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
摘
ん
だ
お
茶
は
早
速
煎
っ
て
自
宅
用
と

し
て
い
た
だ
く
そ
う
で
す
が
、
そ
の
内
皐

分
以
上
は
県
外
な
ど
に
住
む
息
子
さ
ん
た

ち
に
ふ
る
さ
と
の
便
り
と
し
て
送
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ム
フ
年
も
お
い
し
い
お
茶
と
＼
ふ
る
さ
と

の
薫
り
が
届
き
そ
う
で
す
…
。

，
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のある郷土杵支部植樹祭臼東

一4月19日牧水公園一町制施行25周年記念植樹祭

～
緑
を
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
～

　
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
緑
資
源
を
守
り
、
健
康
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
造
っ
て

い
こ
う
と
、
宮
崎
県
緑
化
推
進
機
構
東
臼
杵
支
部
で
は
、
今
正
に
緑
一
色
に
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
牧
水
公
園
で
「
育
て
よ
う
緑
と
花
の
あ
る
郷
土
」
を
テ
ー

マ
に
東
臼
杵
支
部
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
、

　
ま
た
今
年
は
町
制
施
行
二
十
五
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
町
植
樹
祭
と
し
て

も
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
関
係
者
ら
約
三
百
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

勤：鋤・磐癬．欝

O
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大
切
な
地
球
資
源
と
し
て
の
豊
か
な
緑
を
守
り

　
　
　
育
て
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
…

　
式
典
の
後
隆
隆
園
内
の
植
樹
会
場
に
移
動
　
　
守
り
、
育
て
、
次
の
世
代
へ
引
き
継

し
、
用
意
さ
れ
た
山
桜
、
や
ぶ
椿
、
山
も
み
　
　
ぐ
た
め
の
決
意
表
明
を
参
加
者
全
員

じ
の
苗
一
五
〇
本
と
町
制
施
行
記
念
植
樹
と
　
　
　
の
前
で
読
み
上
げ
ま
し
た
．
．

し
て
梅
の
木
の
苗
三
〇
本
が
植
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
植
樹
に
は
昨
年
度
結
成
さ

れ
た
福
瀬
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
の
代
表

者
（
田
中
幸
吉
団
長
以
下
十
四
名
）
も
真
新

し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
参
加
し
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
担
う
青
少
年
と
し
て
、
育
林
の

大
切
さ
、
緑
の
尊
さ
を
実
感
し
な
が
ら
「
大

き
く
丈
夫
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い

を
込
め
て
】
本
一
本
丁
寧
に
植
え
つ
け
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
同
少
年
団
は
こ
の
後
ふ
る
さ
と
の
家
で
、

大
切
な
地
球
資
源
と
し
て
の
豊
か
な
緑
り
を

　
植
樹
祭
に
先
立
っ
て
、
ふ
る
さ
と

の
家
で
は
町
制
施
行
二
十
五
周
年
を

記
念
し
て
町
長
か
ら
表
彰
が
行
な
わ

れ
、
個
人
の
部
で
寺
迫
の
黒
木
利
男

さ
ん
（
上
写
真
右
側
）
が
多
年
に
わ

た
っ
て
町
森
林
組
合
組
合
長
等
の
要

職
を
務
め
、
育
林
の
推
進
、
担
い
手

の
確
保
等
本
町
林
業
の
振
興
に
多
大

の
貢
献
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
功
績

に
対
し
て
、
ま
た
団
体
の
部
で
は
福

二
小
学
校
（
上
写
真
左
側
）
が
学
校

林
の
育
林
に
よ
る
緑
化
の
推
進
と
自

然
観
察
等
を
通
じ
て
児
童
の
自
然
保

護
の
心
を
育
み
、
多
く
の
教
育
実
績

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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空
き
缶
等
散
乱
半
生
条
例
が
雲
行
さ
れ
ま
す
」
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空
き
缶
の

　
　
　
“
散
乱
防
止
”
は
み
ん
な
の
手
で
〃

　
投
げ
す
て
ら
れ
た
り
、
ゴ
ミ
カ
ゴ
周
辺
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
空
き
缶
等
は
大

変
見
苦
し
い
も
の
で
す
。

　
本
町
で
も
七
月
一
日
か
ら
『
空
き
二
等
散
乱
防
止
条
例
』
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
生
活
・
自
然
環
境
を
よ
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
に
お
い
て
は
本
条
例
の
効
果
を

あ
げ
る
為
に
　
散
乱
防
止
デ
ー
一
の

設
置
や
一
自
動
販
売
機
の
点
検
一
、
「
チ

ラ
シ
の
配
布
一
等
を
実
施
し
ま
す
、

　
日
向
：
八
郷
地
区
の
全
市
町
村
に

お
い
〆
、
も
共
同
で
チ
ラ
シ
配
布
や
、

の
ば
り
」
“
ジ
、
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
で
の

巡
回
指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
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鍵
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レ
こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
散
乱
防
止

　
に
努
め
ま
し
ょ
う

★
町
民
の
皆
さ
ん
へ

　
投
げ
す
て
を
な
く
し
持
ち
帰
り
で

散
乱
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
．
．

★
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
事
業
活
動
で
生
じ
る
空
き
缶
等
を

散
乱
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と

も
に
従
業
員
へ
の
啓
発
教
育
等
を
お

願
い
し
ま
す
，

★
自
動
販
売
機
で
容
器
入
り
飲
食
料

を
販
売
す
る
店
へ

　
設
置
届
書
を
町
へ
提
出
す
る
と
と

も
に
回
収
容
器
を
置
い
て
適
正
な
管

理
と
消
費
者
へ
の
散
乱
防
止
の
啓
蒙

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

5

勘
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灘
瑠

レ
自
動
販
売
機
設
置
者
の
方
は
回
収

　
容
器
等
設
置
す
る
な
ど
、
自
主
清

　
掃
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

関
連
事
業

　
環
境
保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の

推
進
対
策
と
し
て
、
空
き
缶
圧
縮
機

の
各
区
配
置
、
古
紙
回
収
事
業
を
順

次
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

地球にやさしい

　暮らし方を

　　　考えよう

6月は環境月間

です

東郷町消防団が

　　　　水防功労団体として表彰を受賞
昨年は台風13号という近年にない大きな台風の襲来をはじめ、30数年ぶりに耳lllが氾濫した台風7号など町内

力命令が出され、それぞれの部署で警戒や遇難誘導等に当ってきました．その結果

　今回の受賞は全国で水防活動に功績のあった五団体の一つに
選ばれたもので、4月27B東京で開催された受賞式に消防団を代

表して直野団長が出席し、権威ある表彰を受賞しました。

　昨年は台風13号という近年にない大きな台

に多くの災害をもたらしました。
　町消防団にはそのつど出動命令が出され、
心配された被害も最小限に食い止めることが
できました。

　そのような昨年の本町消防団の水防活動が
高く評価され、全国水防管理団体連合会から
水防功労団体として表彰を受けました。

町
民
が
安
心
し
て
暮
せ
る

　
額
づ
く
り
に

　
　
　
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

　
昨
年
の
本
町
消
防
団
の
水
防
活
動

が
全
国
レ
ベ
ル
で
評
価
浄
二
党
け
、
団

員
を
代
表
し
て
東
京
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
出
席
し
て
参
り
ま
し
た
、

　
本
年
も
こ
れ
か
ら
、
梅
雨
・
台
風

と
災
害
の
多
い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
団
員
一
同
】

致
結
束
し
て
消
防
団
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
し
げ
ま
す
．
．

　
　
東
郷
町
消
防
団

　
　
　
　
　
団
長
直
野
哲
義

池
田　

　
会会・全

・貫噺嬬会

・
灘辱舞

讐
褒

　
今
回
の
表
彰
を
祝
し
て
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
牧
水
園
」
か
ら
、

消
防
団
へ
お
祝
い
の
寄
付
が
な
さ
れ

ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



一
葺
一
糞
之
ξ
・
蚕
妻
垂

　　　　　　　　『唄うこけ⑤

エデ抄⑫＿納紹一へ
　
，
，♂評　

／
グ

’∠e

　　旅の途中で考えさせられた

　　　　　　　　」郷に入っては郷に従え

　今年のゴールデンウィークの濡外旅行者は去年と比べる

と多かったそうです。私も＝ゴールデンウィークの長い休み

を利用してクイまで行ってきました。三昧はたくさんある

けれども〔Pでも一番楽しいのは旅行です。子供のころから

更洋での旅は西洋よりものすごく魅力的でした。たぶん西

洋と違って異国情緒のイメージがあるからでしょう。もち

ろん観光は旅行で重要な役を果たしています。しかし国民

とふれあう機会はそれより大切なことだと思います。まし

てや集団で旅行に行ったらそういう機会はとても作りにく

く、日程も限られ、自由な雰囲気がなかなかないようです。

　クイであちこちから来た人々とのたくさんのおもしろい

ふれあいができました。その中でも一つの出会いが心に残
っています。ある日クイの南め方に旅行

をした時、タイ人と彼のシンガポールか

ら遊びに来た友人の一人に会いました。

その二人はもうすぐヨーロッパへ旅行す

る計画があるので、私にたくさん質問を

しました。初めてのヨーロッパ旅行に対

する彼らのヨーロッパについての意見や

予想はおもしろかったです。また彼らに

よって東南アジアに関する話を聞くこと

ができていい勉強になりました。それで

蜘糠齢継　p
石a’16（寝溜，

発生しました。世界中でもシンガポールは治安を守るため

の厳しい規則があることで有名で、法律を破る者「こは体署

が与えられます。落書きの有罪自告を受け、彼は奄ぢ打ち

の体罰を科ぜられました。このむち打ぢは武闘の達人によ

ってトウの杖のむぢ6撃で異たされました。処罰の諭大統

領クリントンがシンガポ　ルの裁判所にこの厳しい．体£を

没獄に減刑するよう訴えました。クリントンのお籟：、㍉1こも

かかわらす処罰が実行されました。その後むち打ちの処箋

最近のシンガポ　ルで論争の一つである体罰について会妻

ができました。このことについて余り知らない方のために
少し説明します．臓アメリカ人の留学生がシンガポ＿1レ漿

市で・ろいうな郵スフレーペンキで落書きをした白帆頻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲嚢
繍
妻
壌
夢
5

は6撃から4撃［こ減らされました・西ラ羊ではこのような広茎

罰は人権違反として考えられているのでアメリカ玉民はシ

ンガポールの裁判の厳しさに噴慨させられました。レかし

▲はじめて見たタイの民族舞踊は

　とてもすばらしく印象的でした。

加重醸縦壕縦帆鯉口曜磁幽織蛎レ漣晒蝋聖琳楓曜講・・

法＿た場＿適＿が蕪
　られるべきだと思っている人々も多くあ　き

　りました。シンガポーし人は裁業こついての　ゑ
　ク1ソンkン大統含責○干渉こかな」り怒りを表4　塔

まし乞難こよると・もしア立脚でもシ蚤

藁纂躍ご翼鏡茎茗奪鷲き
　た。本当こそうかどうか分かりません。五当　5

・・こシンカポー鵬ような燭ま眺・腕ど5

　も『郷に入っては郷に従え三と言います。あ

　なたはどう思われますか…？

　　　　　　　　　　　　　　　　｝｝　象

　
あ
る
男
性
が
、
十
九
歳
の
大
学
生

の
運
転
す
る
自
動
二
輪
車
で
は
ね
ら

れ
、
即
死
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

　
自
動
二
輪
車
は
自
賠
責
保
険
だ
け

が
掛
け
て
あ
り
、
任
意
保
険
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
為
、
保
険
か
ら
自

賠
責
保
険
の
三
千
万
円
支
払
わ
れ
た

だ
け
だ
っ
た
。
遺
族
は
加
害
者
に
四

千
万
円
請
求
し
た
い
の
だ
が
加
害
者

は
大
学
生
で
全
く
資
力
が
な
い
。

　
加
害
者
が
未
成
年
の
場
合
親
に
賠

償
責
任
が
あ
る
か
と
言
う
設
例
に
対

し
、　

本
件
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
二
つ
の
判
例
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

一、

e
の
貴
任
を
否
定
し
た
判
例

　
車
を
子
供
が
ア
ル
バ
イ
ト
で
買
い

自
己
名
儀
で
登
録
し
維
持
費
も
自
分

で
負
担
し
自
分
の
通
学
用
な
ど
に
使

用
し
て
お
り
、
両
親
は
免
許
は
な
く

事
故
車
を
運
転
し
た
こ
と
も
な
い
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
「
子
供
は
高
校
生
で

父
の
扶
養
を
受
け
、
父
と
同
居
し
父

の
監
督
を
受
け
て
い
た
け
れ
ど
、
父

は
事
故
車
の
運
行
を
支
配
し
て
い
た

こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
し
て
親

の
責
任
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

二
、
親
が
運
行
供
用
者
に
あ
た
る
と

さ
れ
た
大
阪
地
裁
の
判
例

　
十
九
才
の
大
学
生
（
加
害
者
）
が

死
者

県全
内国

四二
人人

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市
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傷
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事物
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通
学
目
的
で
自
己
名
儀
で
購
入
し
た

自
動
二
輪
に
つ
い
て
は
、
加
害
者
は

父
と
同
居
し
、
学
費
、
生
活
費
等
、

父
の
援
助
の
下
に
成
立
っ
て
い
た
も

の
で
、
加
害
者
は
車
を
購
入
し
得
た

の
も
、
親
の
援
助
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
又
同
車
を

玄
関
前
に
駐
車
さ
せ
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
し
て
父
親
は
同
車
の
運
行
を

事
実
上
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
同

車
の
運
行
が
社
会
に
害
悪
を
も
た
ら

さ
な
い
よ
う
監
視
、
監
督
す
べ
き
立

場
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
運
行
供

用
者
に
あ
た
る
と
判
決
。
従
っ
て
例

示
さ
れ
た
本
件
の
場
合
は
親
が
運
行

供
用
者
に
あ
た
る
可
能
性
は
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
く
4
月
末
累
計
（
　
）
内
は
当
月
分
V

未
成
年
者
の
事
故
と
親
の
責
任

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

釦囎．

羅
難
顎
箆

　
中
小
企
業
の
設
備
の
近
代
化
・
合

理
化
及
び
公
害
防
止
の
た
め
に
設
け

た
両
制
度
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま

す
．　

斐
偏
近
代
化
資
金
制
度
と
は
、
中

小
企
業
の
み
な
さ
ん
が
生
産
設
備
を

近
代
化
（
購
入
）
す
る
際
に
、
設
備

購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内
を
無
利

．
士
で
県
が
貸
付
け
る
資
金
制
度
で
す
．
、

　
設
備
貸
与
制
度
と
は
、
中
小
企
業

の
み
な
さ
ん
の
申
込
み
に
よ
り
、
設

備
を
（
財
）
宮
崎
県
中
小
企
業
振
興
公

社
が
購
入
し
、
低
利
の
割
賦
方
式
で

譲
渡
し
た
り
、
リ
ー
ス
方
式
で
賃
貸

す
る
制
度
で
す
．
本
年
度
か
ら
設
備

貸
ワ
制
度
に
つ
い
て
も
建
設
業
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
、
．

お
申
し
込
み

　
お
問
い
合
わ
せ
ば
…

　
　
　
　
　
　
　
／

　
東
郷
町
役
場

企
画
財
政
課
、
　
U
　
　
2
2
亀

又
は
東
郷
町
商

工
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
．
．

　
申
請
に
必
要
な
書
類
も
準
備
し
て

い
ま
す
．

意
思

　
こ
の
融
資

制
度
は
、
県

内
中
小
企
業
　
嘱

の
経
営
の
安
　
劉

定
や
合
理
化

技
術
振
興
な

ど
を
図
る
た

め
に
、
必
要

な
資
金
を
、

長
期
・
低
利

の
条
件
で
中

小
企
業
や
組

動企

ﾆ
特
一

織
．
奮
バ

．
野

郵

　
ま
制
受
算

　
日
金
は
予
弘

　
3
1
資
て
が
ま

　
月
化
い
額
り

　
ヨ
れ
つ
　
か

問
雛
恭
恥

難
山申

讐
舗
唖

★
毎
で
度
付
額

合
に
対
し
融
資
を
行
う
も
の
で
す
．
、

　
こ
の
融
資
の
魅
力
は
、
〇
一
般
の

借
入
金
よ
り
低
利
で
融
資
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
②
返
済
期
間
が
比
較
的
長

く
、
固
定
金
利
で
す
の
で
、
無
理
の

な
い
返
済
が
可
能
で
す
．
③
資
金
使

途
に
応
じ
て
二
十
七
種
類
の
融
資
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
有
利
な

条
件
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
ぜ
は
．

　
・
県
商
工
金
融
課

　
豊
0
9
8
5
⑳
7
0
9
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・
延
岡
商
工
労
政
事
務
所

　
費
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大自然と太古のロマンを楽しもう．イ！

こもれびスりこ，プうりー・’94

　、．’・　　まだまだ知らない魅力がいっぱい、

．，三二酷二二二塁9鞭
　　　　　　すてきな旅と賞品が当ります、

鯉加齢罪穴
■沖縄の旅　　　ド、づミ1

搬灘沸
　　1　　㍗三．ひ斯　　一　幽．　　　遇’　　　田
　　2等　一　　ラ員闘牛・　＿舞野刀㌢　　っ
　　3　　∫’こ・ア．しみ賞45転益1町材、キ犀　　剛叫1〕棚当

　　墨等：ラ　キー一丁　ナー〆　　　一二，入場券　　2㌧略

　　　　　　　㌧　　　9　　　　　　41．ゆ
　　　　　　オじ＋．帯ゾ　／カート1岬躯

★応募ハガキとスクンブはここで
■日向市…美々津まちなみセンター

■東郷町…牧水公園ふるさとの家

■南郷村…百済の館

■木城町…川原自然公園

■川南町…伊倉ケ浜自然公園サーフィンセンター

■都農町…地場産品総合物産館鬼の村

■西都市…よだきんぽとはにわ村

■新富町…温泉センターサンーレピ＋ス

■高鍋町…歴史総合資料館

締切　平成6年9月30日㈹　消印有効

発表婆暮雛顯円い。します一
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お問い合わせば各市町村観光担当課・観光協会へ

今年は町内全域を対象に

中
小
企
桑
の
み
ち
ε
ん
へ

ご
存
じ
で
し
た
か
？
こ
の
よ
う
な
制
度
を
…

第3回東郷町観光協会
　　　　　　　　　　写真コンテスト

　「豊かで活力のある町づくり」を推進するために、東郷町特有

の美しい自然・歴史・民俗・文化など写真を通じて広く知ってい

ただこうという目的で開催いたします。

募
集
要
項

一、

闕
ﾞ

　
町
内
全
域
を
対
象
と
し
ま
す
。

二
、
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

三
、
賞

　
・
金
賞
（
一
名
）

　
　
膏
貝
状
及
び
賞
金
十
万
円

　
・
銀
賞
（
二
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
三
万
円

　
・
銅
賞
（
三
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
一
万
円

　
・
入
選
（
三
名
）

　
　
膏
貝
状
及
び
賞
金
】
二
千
円

　
※
入
賞
は
一
人
一
筆
と
し
ま
す
．

四
、
入
賞
発
表
・
表
彰

　
平
成
六
年
九
月
十
七
日

　
（
牧
水
祭
当
日
）

五
、
応
募
規
定

　
・
応
募
サ
イ
ズ

　
　
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り

　
　
の
単
写
真

　
　
※
額
入
り
等
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
・
応
募
点
数

　
　
　
一
人
二
点
ま
で

　
・
記
載
事
項

　
　
作
品
の
裏
に
、
題
名
・
撮
影

　
　
年
月
日
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　
　
住
所
・
電
話
番
号
・
撮
影
場
所

　
　
を
記
入
し
た
応
募
票
（
自
作
）

　
　
を
セ
ロ
テ
ー
プ
で
貼
付
す
る
、

六
、
応
募
締
切

　
八
月
三
十
一
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

七
、
送
り
先

　
〒
8
8
3
－
0
2

　
東
郷
町
大
字
坪
谷
一
二
六
七
番
地

　
東
郷
町
観
光
協
会

「
牧
水
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

＊
詳
し
く
は
智
6
9
1
7
7
2
0
へ
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　蓼川に稚あゆ150㎏を放流

4月11日月1

7

　耳川漁協と町内の建設業者でつくっている国会では耳
［11の福瀬横瀬左岸で5～6（・mほどに育った稚あゆ150kg

15．000匹’を放流しました，

　この放流は耳川漁協が義務放流として毎年実施してい

るものですが、今回も昨年にひきつづき冠会の協力　35

kg分　をいただき実施されました．

　放流された稚あゆはすぐに耳旧を遡上するため、元気

よく上流へと泳いでいきました

脚郵
τ翔

なごコヨヨヨヨまヨヨヨヨ　ま　ズまこヨエミニままと　ままヨニミユヨヨヨままゴユとミミまニニまぎとミヨミミニミ　ニヨミミ　ヨゴゴニこまニヨニ　ミニまヨピミ　　　

　　：　珍種にびっくり　　　　　　　　　　　．　　一　一　　．．　日空塑’．

灘網警1●カンアオイ展1抽■階丁臨彌

皿
1

錨蕊

　町文化協会えびね愛好会が町総合文化センターでえびねとカ

ンアオイの展示会を開催しました、

　この展示会には肥前、肥後、薩摩等のえびね約200鉢の他、

全国でも宮崎県北部等の極一部にしか自生していないオナガ

カンアオイも多数展示され、町内外から訪れた山野草ファン

を楽しませました。

　愛好会ではこれを機に、町内に愛好者を増やしていきたい

ということです．

重互三互．茎里＝【■．三互夏一一．＝互互玉7．塁．至三冨言．言置；重至三蚕書一言盲重冒マ適言豆至三耳ヨτ雪

里
丁⊥

翼一把一．互．」【真軍至至三＝三＝－三．三孟三＝三＝匿

第8回東郷町乾瓢茸品評会
4月28日金． P

　今回で’8回目を迎えた東郷町乾椎茸品評会がJA東郷支店

て“行なわれました＝

　この品評会は、乾椎茸の．生産技術と品質を高め経営安定を

図ることを目的として、毎年東郷町椎茸部会が主催して行な

うもので、　一香信一　一口茗乱　一冬嬉一といったおなじみの品

種が袋物の部、鴨脚の部に分かれて、今年は80品が出品され

ました．

　また今回出品された全ての品は5目30日・31日に閾催され

る宮崎県乾椎茸品評会にも出品されることになっています、

董互ヨ軍至一－璽璽葦一翼【＝三互「互互璽三＝猛【．互：豆互三一霊「｛三茎茎＝互夏7匿豆夏茎；至三三葦三言｛重言三夏…至至三三至三三豆豆夏：三　 夏＝…三三ミ三ξ夏夏＝

さわやかな5月の風をうけて

　　　　　　　こいのぼり運動会 1帆．薯．

、う・《ツ　　　轡『璽勉　・．一

／気∵軍ジ、麺翼　f・
　　　飛…．．．，．ミ置引縫

　強くたくましく滝をのぼる鯉のように…という願いを込め

さわやかな五月晴れの下、町内のほとんどの小学校でこいの

ぼり運動会が行なわれました．

　運動会は、1～2時間程度でしたが、それでも終わる頃に

は子どもたちの額にはうっすらと汗がにじむほどになってお

り、どの子も全力を出しきったようでとても満足そうな顔を

・　していました．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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貞
さ
ん
（
6
7
歳
）

　
九
年
前
に
県
（
高
千
穂
農
業
改
良

普
及
所
長
）
を
退
職
さ
れ
、
現
在
は

奥
さ
ん
と
二
人
で
日
向
市
に
住
ん
で

お
ら
れ
ま
す
、
今
は
大
好
き
な
野
菜

作
り
に
毎
日
精
を
出
さ
れ
「
家
の
前
の

畑
か
ら
採
れ
る
新
鮮
な
野
菜
を
近
所

に
配
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」

と
い
う
佐
藤
さ
ん
．
．
他
に
も
囲
碁
が

趣
味
と
い
う
こ
と
で
”
晴
耕
雨
読
”

の
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
一
．

》
蔽
ヲ

．
寮
榊
転

％
・
、
．
ド

　
　
　
ゆ
　

　
　
ご
切
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
∠

o
出
身
地

　
迫
野
内
　
地
内

○
生
年
月
日

　
大
正
十
五
年
七
月
十
日

。
現
在
の
住
所

　
　
日
向
市
財
光
寺
松
原

○
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
佐
藤
正
一
さ
ん

　
　
㌦
．
　
．
一
｝
　
．

★
・
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
・

懐
か
し
き
「
朝
し
ろ
」
越
え
通
学
道

　
迫
野
内
小
学
校
（
分
校
）
が
廃
止

に
な
り
（
昭
和
八
年
）
私
達
が
一
年

生
に
な
っ
た
年
か
ら
、
遠
い
山
道
の

本
校
通
学
と
な
っ
た
．
．
小
学
年
半
に

は
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
道
を
、

兄
達
に
し
つ
け
さ
れ
な
が
ら
通
学
す

る
こ
と
は
つ
ら
か
っ
た
。
し
か
し
三

年
生
頃
か
ら
山
道
に
も
慣
れ
、
帰
る

途
中
の
悪
さ
も
し
、
道
ぐ
さ
し
て
い

る
と
、
後
か
ら
帰
っ
て
来
る
先
輩
達

に
お
ご
ら
れ
な
が
ら
】
緒
に
帰
る
山

道
の
遠
か
っ
た
こ
と
、
五
年
に
も
な

る
と
、
道
く
さ
も
次
第
に
ひ
ど
く
な

り
、
ま
さ
に
山
猿
の
如
く
で
あ
っ
た
．
．

春
か
ら
夏
は
谷
川
に
下
り
、
小
ガ
ニ

と
遊
び
、
飽
き
れ
ば
山
苺
を
も
ぎ
、

迫
田
づ
た
い
に
サ
ド
を
か
ぎ
、
秋
に

は
山
栗
、
ア
ケ
ビ
等
を
探
し
な
が
ら

山
づ
た
い
に
帰
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
っ
た
、
時
に
は
餌
物
と
り
の
先
陳

争
い
で
、
山
が
合
戦
場
と
化
し
、
着

物
は
や
ぶ
れ
母
に
は
お
ご
ら
れ
た
こ

“
銀
杳
の
里
”
づ
く
り
を
夢
み
る
一
人
で
す
－

と
を
思
い
出
す
．
一
忘
れ
る
こ
と
の
出

来
な
い
オ
ア
シ
ス
、
冷
た
い
水
飲
場

が
あ
っ
た
。
夏
に
な
る
と
、
よ
く
順

番
に
並
ん
で
飲
ん
だ
水
、
高
学
年
に

な
る
と
学
校
で
の
運
動
や
実
習
で
の

帰
る
道
、
腹
．
ヘ
コ
ペ
コ
飲
む
あ
の
水

の
う
ま
さ
、
天
下
一
品
と
は
こ
の
こ

と
か
と
、
だ
ぶ
だ
ぶ
の
水
腹
を
か
か

え
て
帰
っ
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
だ
。▲町道鶴野内～東下線、通称朝しろ越えは年々改良工

　事が行なわれ、今は道幅も広くなってきました。

　
イ
チ
ョ
ウ
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ

て
も
、
そ
の
鮮
や
か
な
新
緑
、
秋
の

黄
葉
、
加
え
て
果
実
で
あ
り
ま
す
．
．

助
士
尾
鈴
山
、
冠
詞
、
立
山
等
の
容

姿
に
包
ま
れ
る
我
が
ふ
る
さ
と
、
東

郷
町
を
銀
杏
の
里
と
し
て
創
出
す
る

に
相
応
し
い
樹
で
あ
る
こ
と
を
夢
み

て
い
る
一
人
で
す
．
．
申
す
ま
で
も
な

く
、
果
実
は
貯
蔵
が
き
き
、
い
つ
で

も
食
べ
ら
れ
、
ゆ
で
寄
せ
な
べ
や
、

茶
わ
ん
蒸
し
の
あ
し
ら
い
、
ふ
く
め

煮
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
、
青
緑
色
の

色
相
と
風
味
は
＋
n
く
か
ら
愛
好
さ
れ

！
、
い
ま
す
、
秋
の
黄
葉
、
果
実
拾
い

は
、
実
益
を
兼
ね
た
観
光
資
源
に
も

大
い
に
役
立
ち
、
ひ
い
て
は
市
場
へ

も
つ
な
が
り
、
二
十
一
世
紀
に
向
っ

ガ
、
高
齢
化
社
会
の
楽
し
い
活
動
分
野

に
も
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
、

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　　　　ア　．一「ぼ　　　一　　　一　　．　｝　一　　　　一　．一．．

一

お
び
た
だ
し
く
花
咲
く
こ
ぶ
し
茶
屋

　
前
の
桜
の
中
に
混
じ
り
て
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

天
ケ
城
島
津
の
砦
天
高
く
仰
ぐ
庭
面

　
に
桜
花
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

満
開
の
桜
並
木
に
一
本
の
梨
の
木
の

　
白
負
け
じ
と
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

ユ．

S
ひ
回
は
し
ば
か
り
は
び
こ
り
骨
抜

　
き
の
矩
歌
に
倦
み
て
去
る
友
追
へ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
僑
口
　
録
司

野
辺
に
立
つ
鶴
に
も
似
た
る
天
使
か

　
な
病
人
見
守
る
白
衣
姿
は

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

天
ヶ
城
桜
の
花
の
浮
き
立
ち
イ
、
昔
を

　
偲
ぶ
山
城
砦

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

詑
助
と
ふ
花
の
由
来
は
知
ら
ざ
れ
ど

　
少
し
う
つ
む
く
花
ひ
そ
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

桜
咲
く
野
尻
ラ
ン
ド
の
音
楽
に
誘
・
わ

　
れ
歩
く
楽
し
き
吟
行

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

山
々
の
神
の
祝
宴
あ
る
ご
と
し
錦
絵

　
な
せ
る
山
桜
花

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
．
手

満
開
の
桜
眺
め
つ
つ
野
尻
湖
の
大
い

　
な
る
水
車
の
ゆ
る
き
音
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

童
顔
の
特
攻
隊
［
貝
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
書

　
を
読
み
つ
つ
つ
ま
り
て
読
め
す

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

野
尻
路
の
萌
え
た
つ
土
手
に
連
魁
の

　
枝
垂
る
る
ま
で
咲
き
乱
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

満
開
の
桜
を
誇
る
天
年
城
高
き
天
守

　
に
空
晴
れ
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
浦
　
園
男

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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◎㊨魑

●ヤ、

ｽ

，

▲題「あひる」

　　　　両、拝等二ゐ

　矢野綾香ナ，航5張

父：匠即言さん
母：　　京fさん

O好きなテレビ番組は何でな
？
・

　
か

好
す
セ
好
？
・

　セーフームーン

O好きな食べ物は何ですか4曜桑、

　舜
　r三∫どう　とし・ちこ’

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　お花屋さん

　　　多武ノ木の
　　吉田佑太くん5歳

母：吉田法子さん

。好きなテレビ番組は何で

　すか？

　カクレンジャー

。好きな食べ物は何ですか
？

　いちごとバナ十

〇大きくなったら何になり

　たいですか？

　消防上

▼題「こいのぼり」

賑
冥
．

壽鞭

㌃エ醸
　　　　湛」

．
Y
．
Y
．
Y
．
Y
．
Y
．
γ
．
γ
．
Y
．
7
．
Y
．
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
。
Y
・
7
・
Y
・
7
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
ヤ
・
マ
・
Y
・
ヤ

磁電宣倉三豊電量孟璽、ξ量重驚．」駄．難民倉ま量．遭重重遥

箇箇舌題
穿頑蹴遭3璽定倉．纏定量、遭、御調豊ま鷺三三魂宝曾鎌

牧水庵が

　食品衛生優良施設

として表彰を受ける

　牧水公園内にあるそば処牧
水庵が、常日頃のいきとどい

た衛生管理が認められ、この

程日向地区食品衛生協会長か
ら食品偉f生優良施設：として表

彰を受けました、

　この表彰を受賞したのは日

向地区管内llの施設で、牧
水庵はその中の一一つ

　牧水庵の責任者大野富ク、美

さんは、今回の受賞に対し、

　食物を扱う施設として衛生
管理に注意するのは当然のこ

とですか、その当然のことを

少しでも怠るとせっかくのお

客さんにたいへんな迷惑をか

けることになります，今回の

受賞を機により一層衛生管理
には気を配り、そしてみんな
にいつも　∫おいしい才虫．ノゴ　と

言われるうどん・そばを真心

こめて提供していきたいです

と感想をのべてくれました．

　　　　　　　　　　　　　　■　．　「　　　　　　　　　　　　．　　・．　　■　　　　　　　　　　　凸　　．．　0　　　　　　　　　5　　」　　齢　　　　　　　■　　．　　．　　　　　・　　　　　r　　　■　　　　覧　　・　　　　　　・L　　　　　　，

動
勃
②
㊨
麹

入
郷
ス
ポ
ー
ツ

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
一
四
七
四
番

地
一
　
　
　
　
　
（
小
野
田
）

T
E
L
㊥
）
2
5
2
5

F
A
X
㊥
）
2
5
2
5

代
表
者
　
新
本
賢
吾

○
設
立
年
月
日
は
？

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
で
す
．

　　O
　か会
．・ H社
つ
ま
で1

も
擾

睦

ゴモ

占

の
モ
ツ

ト
1

は

何
で
す

　　　oまな作　会
すど業ス社
⊃色服ポの
　々’【仕
　な事ツ事
　物騒用の
　を用品内
　扱机の容
　っ’他は
　て椅に？
　い子も

　　o
人　現
で男在
す一の
　人当
　・業
　女員
　一下
　人は
　の？
　量

ん
で
す
か
？

③

o
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で
す

　
か
？

　
　
い
つ
ま
で
も
腰
の
軽
い
店

　
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
o
新
本
さ
ん
は
大
の
ス
ポ
ー
ツ

　　
好
き
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

　
　
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
る

　
今
は
軟
式
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
、
特
に
サ
ッ
カ
、

一
は
好
き
で
学
生
時
代
か
ら
つ
づ
・

け
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
少
・

年
団
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
指
導
者
…

と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
一

サ
ッ
カ
！
好
き
の
少
年
・
少
女
（
青
一

年
も
）
は
是
非
】
度
店
に
遊
び
に
…

来
て
く
だ
さ
い
．
、
基
礎
か
ら
指
導
㎝

い
た
し
ま
す
　
　
　
　
　
　

　　

@
△
と
　

　
　
　
」
　
　
』
　
　
　

　　　　　　　　　馳．　．．一　　　　　　　魯　　’一．奪　　　　　●　　．　　聰　　　し　　．L　■　　・　　．．L■巳　　．　．　9

ゆリ
セ6

　
ポ
6
．

〆
　
　
鑓
．

／
ヌ
』

照
隠〆

ハ

　
　
　
　
一

　
　
　
　
酒

　
　
　
　
門

　
　
　
　
…

欝
　
…

．
職
　
…

　
　
　
　
（
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議
論
窃
陶
圖
餌
⑳
禺
動

6
月
1
日
付

粥》うこ●’う⑨

　
新
し
く
着
任
さ
れ
る
先
生
を
自
己

紹
介
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
　　〈外　科〉

院長谷川誠（42歳

　
こ
の
度
宮
崎
医
科
大
学
第
二
外
科

生
理
学
研
究
室
か
ら
東
郷
町
立
病
院

に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
．
．

　
出
身
は
長
崎
県
の
離
島
で
東
郷
町

よ
り
も
も
っ
と
不
便
な
所
で
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
に
大
学
卒
業
後
、
主

に
一
般
外
科
を
中
心
に
勉
強
し
、
今
は

消
化
器
系
の
認
定
も
受
け
て
い
ま
す
．

　
趣
味
は
釣
り
で
す
が
十
年
位
行
っ

て
い
ま
せ
ん
．
、
こ
こ
清
流
耳
川
で
の

ん
び
り
と
釣
り
が
楽
し
め
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

　
　
　
　
設
置
し
ま
し
た

　
東
郷
病
院
で
は
入
院
患
者
を
は
じ

め
病
院
利
用
者
の
階
段
の
登
り
降
り

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
時
に
一
階
に
は
身
障
者
用

　
町
民
の
皆
様
の
健
康
維
持
・
管
理
に

役
立
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
．

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、

　
　
　
ル
窟
璽

・
．
翻
掩

　
　
　
　
　
垂
、

　　　　　　　喉
　　く内　科〉

押川克久61歳）

　
こ
の
度
、
東
郷
町
立
病
院
に
内
科

医
と
し
て
赴
任
致
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
六
十
三
年
に
自
治
医
科

大
学
を
卒
業
後
、
県
立
宮
崎
病
院
、

入
郷
地
区
の
病
院
を
中
心
に
勤
務
し

て
参
り
ま
し
た
．
内
科
担
当
で
す
が
、

平
成
3
年
に
自
治
医
大
に
て
呼
吸
器

内
科
を
研
究
し
、
現
在
は
呼
吸
器
を

中
心
に
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
で
す
が
、
皆
様
の

健
康
管
理
に
お
い
て
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
、

1
　
，
1
　
，
◎
‡
；
；
；
；
亀
ら
塾
◎
集
ら
噂
－
辱
ら
　
篭
6
　
；
も
．
も
与
◎
毎
も
；
；
；
；
零
噂
ら
聾
ら
も
↑
◎
ら
；
や
ら
と
零
●

東
郷
病
院
に
　
　
　
　
　
　
の
ト
イ
レ
も
設
置
し
ま
し
た
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鞘嵩胤凶催捌四W因凶皿国罵W瑞皿隅置塩皿置皿置隅置置皿湿

⑳歯科医師会だより

富
Y

　
今
回
は
、
む
し
歯
が

象
牙
質
の
深
部
か
ら
歯

随
（
神
経
）
ま
で
進
行

し
た
と
き
の
症
状
と
治

療
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　
む
し
歯
が
象
牙
質
の

深
部
ま
で
及
ぶ
と
、
し

だ
い
に
冷
た
い
も
の
が

し
み
る
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
、
熱
い
も
の
も

し
み
る
よ
う
に
な
り
、
刺
激
に
対
す

る
痛
み
が
あ
ま
り
強
く
な
く
、
持
続

性
で
な
い
場
合
に
は
、
細
菌
感
染
を

起
こ
し
て
い
る
感
染
象
牙
質
を
取
り

除
き
、
鎮
痛
作
用
の
あ
る
セ
メ
ン
ト

で
様
子
を
見
ま
す
。
む
し
歯
が
歯
髄

ま
で
進
行
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
冷
た

い
水
が
し
み
た
り
、
食
べ
物
が
は
さ

ま
る
と
痛
み
を
感
じ
た
り
す
る
程
度

だ
っ
た
歯
が
、
突
然
、
猛
烈
に
痛
み

だ
し
、
顔
半
分
に
痛
み
が
走
っ
て
、

ど
の
歯
が
悪
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
あ

た
り
一
帯
の
歯
が
す
べ
て
悪
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
鎮
痛
剤
を
飲

む
と
楽
に
な
り
ま
す
が
、
薬
の
効
き

目
が
切
れ
る
と
ま
た
痛
み
だ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屡

床
に
入
る
と
痛
み
が
強
く
な
り
、
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

も
眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

　
ま
た
、
歯
が
浮
い
た
よ
う
な
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

が
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
何
も
し
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
て
も
痛
む
場
合
に
は
原
則
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

て
歯
髄
の
除
去
を
行
な
い
ま
す
．
一
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌

髄
除
去
後
根
管
充
損
を
し
、
最
終
的

に
は
、
金
属
に
よ
る
補
綴
処
置
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

え
ば
、
神
経
の
な
い
歯
で
も
正
常
な
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凋

歯
と
同
様
に
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
使
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

　
神
経
を
除
去
し
た
と
き
は
、
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

ぐ
れ
も
途
中
で
放
置
し
な
い
で
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

さ
い
。
治
療
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揖

り
ま
す
、

r
日
晒
ー
ー
ー
暉
暉
ー
ー
ー
巨
匠
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
二
二
ー
ー
ー
ー
闘
ー
ー
ー
ー
ー
三
脚
闘
圏
ー
ー
ー
開
”
鯛
囲
：
闘
図
”
一
隠
匿
ー
ー
ー
ー
”
齢
一
当
ー
ー
ー
門
」

表
紙
へ
牧
水
O
一
た
　　

@
・
の
解
説
…

　
　
　
渡
　
逢
　
邦
　
彦

従
兄
が
お
り
、
「
泳
花
」
と
号
し
て
短

歌
を
作
り
、
郷
土
の
「
日
毎
独
立
新

聞
」
に
次
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
泳
花
が
、
明
治
三
十
五
年
の
夏
、

久
し
ぶ
り
に
延
岡
の
牧
水
を
訪
ね
、

二
人
は
酒
を
く
み
か
わ
し
な
が
ら
深

夜
ま
で
文
学
を
語
り
合
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
そ
の
泳
花
に
刺
激
を

受
け
た
牧
水
は
意
欲
的
に
こ
の
新
聞

に
投
稿
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
「
行
き
暮
れ
て
」
の
歌
も
、

こ
の
新
聞
に
投
稿
し
た
中
の
一
首
で
、

「
青
葉
若
葉
」
と
小
書
を
つ
け
て
九
首

詠
ん
で
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
炭
小
屋

　一一＝

　
今
回
は
牧
水
が
中
学
時
代
の
歌
か

ら
選
ん
で
み
ま
し
た
。
牧
水
が
短
歌

を
作
り
始
め
た
の
は
中
学
二
年
の
終

り
頃
か
ら
の
よ
う
で
す
．
．

　
表
紙
の
歌
は
明
治
三
十
五
年
（
十

七
歳
）
、
四
年
生
の
夏
の
作
で
す
．

　
こ
の
頃
牧
水
は
級
友
の
文
学
を
愛

好
す
る
仲
間
と
曙
（
あ
け
ぼ
の
）
会

な
る
も
の
を
起
こ
し
、
回
覧
雑
誌
を

発
行
す
る
な
ど
し
て
盛
ん
に
文
学
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
外

の
短
歌
愛
好
者
に
も
呼
び
か
け
、
西

郷
村
の
小
野
葉
桜
な
ど
も
加
入
し
投

稿
し
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
牧

水
に
は
若
山
俊
】
と
い
う
七
歳
半
の

、
「
歪

欝

．F轟「

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当

時
の
炭
小
屋
の
情
景
が
偲
ば
れ
ま
す
．

こ
の
時
の
号
は
「
自
雨
楼
」
と
な
っ

て
い
ま
す
．
（
牧
水
と
い
う
号
は
中
学

五
年
生
の
時
か
ら
用
い
て
い
ま
す
）
．

　
以
後
、
牧
水
は
「
日
州
独
立
新
聞
」

に
投
稿
を
続
け
て
お
り
、
や
が
て
泳

花
と
土
ハ
に
、
同
紙
の
文
芸
欄
の
常
連

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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公
民
館
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
（
男
子
・
女
子
）

▽
日
時

▽
場
所

6
月
1
9
日
〔
日
｝
午
前
8
時
か
ら

町
体
育
館
及
び
東
郷
小
学

校
・
東
郷
中
学
校
体
育
館

㊧

軸＼＼

1
6
ミ
リ
映
写
機

　
　
　
　
操
作
講
習
会

　
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
．

▽
日
時
　
6
月
1
1
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
か
ら

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
第
四
研
修
室

　
詳
し
く
は
町
教
育
委
員
会
生
涯
教

　
育
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

「
特
設
人
権
相
談
所
」

　
　
　
開
　
設

　
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
か
で
き
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ

ま
す

　
人
権
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す

　
安
心
し
て
気
楽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い

▽
日
時
　
6
月
2
1
日
（
火
）

　
　
　
　
m
時
～
1
5
時
ま
で

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

町
消
防

　
　
　
操
法
大
会

　
本
年
度
か
ら
、
町
と
町
消
防
団
主

催
に
よ
る
消
防
操
法
大
会
（
夏
期
大

会
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
、

　
こ
れ
は
、
消
防
出
初
式
に
行
わ
れ

て
い
た
小
型
ポ
ン
フ
操
法
の
部
を
夏

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
．

▽
日
時
　
6
月
2
6
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

税
務
大
学
校
生

　
（
税
務
職
員
）
募
集

　
人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、
税

務
大
学
校
生
（
税
務
職
員
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
．

▽
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
九
年
四
月

　
二
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
四
月
一

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▽
試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業
程
度

▽
受
付
期
間
　
七
月
一
日
（
金
）
～
七

　
月
八
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
延
岡
税
務
署

　
倉
0
9
8
2
－
3
2
1
3
3
0
1

宮
崎
県
み
る
さ
と

　
　
　
　
・
就
職
説
明
会

　
県
で
は
、
県
内
企
業
の
情
報
提
供

を
行
な
い
県
内
企
業
に
対
す
る
認
識

を
高
め
、
広
く
県
内
へ
の
就
職
を
促

進
す
る
た
め
、
企
業
が
県
内
就
職
希

望
者
及
び
そ
の
親
族
等
に
直
接
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
場
と
し
て
「
宮
崎
県
ふ

る
さ
と
就
職
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

す
．
．　

日
時
・
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
．

開催地 日　　　時 場　　　　　　所

東京
平成6年6月19日〔li1

P0：00～15：30

都道府県会館　本館6階602号室

結椏s千代田区平河町2－6－31

大阪
平成6年7月17日仙

P0：30～15：30

大阪ビジネスパーク内ツイン2120階

P大阪市中央区城見2－1－61）

宮崎
平成6年8月ユ2日櫓

P0：30～16：00

宮崎厚生年金会館

i宮崎市宮脇町38－21

★
問
い
合
わ
せ
先
　
宮
崎
県
商
工
労

　
黒
部
職
業
安
定
課
地
域
雇
用
対
策
係

　
倉
0
9
8
5
1
2
6
1
7
1
0
9

乳
幼
児
が
病
院
に
か
か
っ
た
ら

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
」

　
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
病
気
や
け

が
な
ど
で
病
院
で
治
療
を
受
け
医
療

費
の
一
部
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の

医
療
費
を
助
成
す
る
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
乳
幼
児
の
病
気
治

療
を
容
易
に
し
乳
幼
児
の
保
健
福
祉

の
増
進
と
健
全
な
発
育
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
、
．

平
成
六
年
度
か
ら
は
、
歯
科
を
含
む

入
院
及
び
入
院
外
の
一
医
療
曹
　
に
つ
い

て
所
得
制
限
を
な
く
し
、
三
歳
未
満

の
乳
幼
児
全
員
に
対
し
、
月
千
円
以

上
の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合

医
療
費
の
助
成
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
乳
幼
児
が
病
院
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
．
、

行
政
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
5
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時

▽
場
所

町国
民
健
康
保
険
税
二
期

　
　
　
※
納
期
は
六
月
三
十
日
ま
で

　
6
月
2
1
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

林
業
研
修
館

暴
豊箸

葱a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

〔
5
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
羽
坂
の
山
本
和
年
さ
ん
か
ら

（
松
伎
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
士
ご

◎
仲
深
の
諸
等
フ
ジ
子
さ
ん
か
ら

（
充
・
ん
・
7
1
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
前
田
福
良
さ
ん
か
ら

（
栄
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
今
の
海
野
揚
子
さ
ん
か
ら

（
忠
俊
さ
ん
・
6
7
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
若
杉
サ
ン
さ
ん
か
ら

（
喜
代
志
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
稲
田
幸
男
さ
ん
か
ら

（
ユ
キ
ヱ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

一
凸
を
　
＝

●

　
　
（
四
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

田
邊
由
希

黒
木
裕
次

赤
ち
ゃ
ん
の
名

博

の保
�
ｼ
評

鶴
野
内

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

稲
田
ユ
キ
エ

若
杉
喜
代
志

前
田
榮

橋
口
充

山
本
松
枝

氏
名

84

ﾎ

85

ﾎ

71

ﾎ

89

ﾎ
年
齢

、
八
重
原

仲
　
深

迫
野
内

仲
深

羽
坂

住
所
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